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適正な保全活用の実施 

提言の内容を海上の森の保全活用計画、保全活用施策などに反映 

○  海上の森の保全と活用を図る県の取組の基本的方向については、平成１５年１１月、「里山学びと交流の森づくりの取組」として公表している。 

○  「海上の森保全活用検討委員会」では「里山学びと交流の森づくりの取組」の中の「長期的な保全管理方針」を具体化し、海上の森の保全の方向、具体的方策等について検討する。

第1回 9月9日   ・海上の森の保全の方向、具体的方策等について意見交換 
（保全活用にあたり留意すべき事項・具体的方策等） 

県民意見募集（アンケート、10月上旬～10月下旬） 

第２回 11月下旬   ・県民意見を踏まえ、海上の森の保全の方向、具体的方策等の検討 

第３回 １月中下旬  ・海上の森の保全の方向、具体的方策等についての提言とりまとめ 

保全活用施策の例 
                拠点施設の活用 

行為制限などのルールづくり 

県民等との協働・連携の推進 

県民への広報啓発の実施 

情報提供、交流施策の実施 

運営協議会の設置 

林業に対する理解醸成、人工林の育成活動の実施 

里山、雑木林への理解醸成、雑木林育成活動の実施 

各種調査の実施 

県民参加組織との協働・支援 

里山活動協定の締結 

自然観察・体験施設の整備 

里山・自然環境の保全活用、生物多様性の保全 


